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診療情報提供書について 

 

平素より、当院の放射線科にご紹介頂き大変お世話になっております。 

ご承知のとおりCT検査で用いられるヨード造影剤、MRI検査で用いられるガドリニウム造影剤

は腎機能の低下によってCTでは「造影剤腎症」、MRIでは「腎性全身性線維症」を引き起こす可

能性があることが報告されております。 

CT造影検査を実施する場合は、eGFRと糖尿病薬を内服中の患者様に関しては内服中の糖尿病薬

名の記載をお願いしているところでございますが、MRI造影検査に関しましてもeGFRの記載をお

願いすることとなりました。 

造影CT検査および造影MRI検査を受けられる方で腎機能障害のある方は、診療情報提供書(検査

用)の確認事項欄に直近3ヶ月以内のeGFRの記載と、造影CT検査を受けられる方で糖尿病薬を内服

中の患者様に関しては、内服中の糖尿病薬名の記載をお願いします。また独自の診療情報提供書

をご利用されている施設の方も、検査目的の欄にご記載ください。 

尚、今回CT・MRI検査だけでなく他の検査の診療情報提供書についても変更いたしましたので

で、そちらを使用していただくようにしてください。 

何卒ご協力よろしくお願い致します。 

 

 

診療情報提供書(検査用)記載追加事項 

 

1、 腎機能障害がある方の eGFR 値またはクレアチニン値(目安として 3 ヶ月以内) 

腎機能障害があり eGFRの記載が無い場合は、造影検査ができない場合があります。 

 

2、 CT検査の場合糖尿病薬内服中の方は内服している薬品名。 

 

※  同意書、チェックリストもこのたび改訂をいたしました。変更点は別紙をご確認ください。 

   

 

 

 

 

問い合わせ 

伊那中央病院 0265-72-3121 

診療放射線科 天野(内線 1500) 

 


